
騒音規制法、振動規制法、悪臭防止法関係条文抜粋 

 

１ 規制地域 

 (1) 騒音規制法（第３条第１項） 

   都道府県知事（市の区域内の地域については、市長。第三項（次条第三項において準用する場合
を含む。）及び同条第一項において同じ。）は、住居が集合している地域、病院又は学校の周辺の地
域その他の騒音を防止することにより住民の生活環境を保全する必要があると認める地域を、特定
工場等において発生する騒音及び特定建設作業に伴つて発生する騒音について規制する地域として
指定しなければならない。 

 (2) 振動規制法（第３条第１項） 

   都道府県知事（市の区域内の地域については、市長。第三項（次条第三項において準用する場合
を含む。）及び同条第一項において同じ。）は、住居が集合している地域、病院又は学校の周辺の地
域その他の地域で振動を防止することにより住民の生活環境を保全する必要があると認めるものを
指定しなければならない。 

 (3) 悪臭防止法（第３条） 

   都道府県知事（市の区域内の地域については、市長。次条及び第六条において同じ。）は、住民
の生活環境を保全するため悪臭を防止する必要があると認める住居が集合している地域その他の地
域を、工場その他の事業場（以下単に「事業場」という。）における事業活動に伴つて発生する悪
臭原因物（特定悪臭物質を含む気体又は水その他の悪臭の原因となる気体又は水をいう。以下同
じ。）の排出（漏出を含む。以下同じ。）を規制する地域（以下「規制地域」という。）として指定
しなければならない。 

 
２ 規制基準 

 (1) 騒音規制法（第４条第１項） 

   都道府県知事は、前条第一項の規定により地域を指定するときは、環境大臣が特定工場等におい
て発生する騒音について規制する必要の程度に応じて昼間、夜間その他の時間の区分及び区域の区
分ごとに定める基準の範囲内において、当該地域について、これらの区分に対応する時間及び区域
の区分ごとの規制基準を定めなければならない。 

 (2) 振動規制法（第４条第１項） 

   都道府県知事は、前条第一項の規定による指定をするときは、環境大臣が特定工場等において発
生する振動について規制する必要の程度に応じて昼間、夜間その他の時間の区分及び区域の区分ご
とに定める基準の範囲内において、当該指定に係る地域について、これらの区分に対応する時間及
び区域の区分ごとの規制基準を定めなければならない。 

 (3) 悪臭防止法（第４条第１項） 

   都道府県知事は、規制地域について、その自然的、社会的条件を考慮して、必要に応じ当該地域
を区分し、特定悪臭物質の種類ごとに次の各号の規制基準を当該各号に掲げるところにより定めな
ければならない。 

 


